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「
川
の
再
生
」活
動・農
業
用
水
路
の
整
備
を
実
施
中
　

　
　
　
　
　
〜
川
の
国
埼
玉
は
つ
ら
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

地
域
の
新
た
な
特
産
品
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
栗
た
ん
か
ぼ
ち
ゃ
〜

新
規
事
業
の
ご
紹
介

　
　
　
〜
農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
農
地
整
備
事
業
〜

埼
玉
型
ほ
場
整
備
事
業
　
〜
吉
屋
地
区（
吉
川
市
）事
業
完
了・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　閏
戸
地
区（
蓮
田
市
）工
事
着
手
〜

河
川
面
積
割
合
が
日
本
一
の
埼
玉
県
！

　
埼
玉
県
は
、県
土
面
積
に
占
め
る
河
川
面
積
の
割
合
が
約
４
％
を
占
め
、全
国
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で

す
。

　
そ
の
中
で
、埼
玉
県
東
部
に
位
置
す
る
当
セ
ン
タ
ー
管
内
で
は
、都
市
化
し
た
地
域
で
あ
り
な

が
ら
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
田
園
地
帯
の
ゆ
と
り
を
併
せ
持
つ
な
ど
、河
川
や
農
業
用
水
等
の
水
辺

空
間
は
多
く
の
資
産
を
有
し
て
お
り
、そ
の
維
持
や
再
生
へ
の
ニ
ー
ズ
は
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、県
で
は
、県
民
の
皆
様
が
愛
着
を
持
て
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
河
川
の
実
現
を
目
指
し
、

平
成
20
年
度
か
ら「
川
の
再
生
」活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。平
成
29
年
度
か
ら
は「
川
の
国
埼

玉
は
つ
ら
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
は
？

　
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
対
象
施
設
は
、農
業
用
水
路
で
す
。

　
水
路
の
機
能
を
維
持
し
つ
つ
、親
し
め
る
水
辺
空
間
の
実
現
を
目
指
し
、県
や
市
が
整
備
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

【
当
セ
ン
タ
ー
管
内
　
実
施
箇
所
の
ご
紹
介
】（
表
紙
写
真
）

　
①
二
郷
半
領
用
水
路
地
区
　（
施
行
地
　
吉
川
市
）

　
　・ 

平
成
29
年
度
事
業
完
了

　
　・ 

事
業
主
体
　
吉
川
市

　
　・ 

整
備
内
容
　
散
策
路
　
54
・
8
ｍ

　
②
東
京
葛
西
用
水
地
区
　（
施
行
地
　
八
潮
市
）

　
　・ 

事
業
期
間
　
平
成
29
年
度
〜
平
成
32
年
度

　
　・ 

事
業
主
体
　
八
潮
市

　
　・ 

整
備
内
容
　
親
水
化
整
備
護
岸
　
７
８
０
ｍ

　
③
出
羽
堀
地
区
　（
施
行
地
　
越
谷
市
）

　
　・ 

事
業
期
間
　
平
成
29
年
度
〜
平
成
32
年
度

　
　・ 

事
業
主
体
　
埼
玉
県

　
　・ 

整
備
内
容
　
環
境
護
岸
整
備
等
　
５
０
０
ｍ

農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
農
地
整
備
事
業
と
は
？

　
平
成
30
年
度
に
創
設
さ
れ
た
基
盤
整
備
の
た
め
の
農
林
水
産
省
の
補
助
事
業
で
す
。

新
し
く
事
業
が
で
き
た
目
的
は
？

　
今
後
、高
齢
化
に
伴
い
、農
地
の
貸
付
け
が
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
区
画
が
狭
い
な
ど
、基
盤
整
備
が
十
分
で
は
な
い
農
地
で
は
、借
り
手
の
確
保
が
難
航
す
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
農
地
中
間
管
理
機
構
が
借
り
受
け
て
い
る
農
地
に
つ
い
て
、農
業
者
の
事
業
費
の
負
担
に
よ
ら

ず
、都
道
府
県
が
基
盤
整
備
事
業
を
実
施
で
き
る
事
業
が
で
き
ま
し
た
。

栗
た
ん
か
ぼ
ち
ゃ
と
は

　
栗
た
ん
か
ぼ
ち
ゃ（
品
種
名
：
ほ
っ
と
け
栗
た
ん
）は
、ほ
く
ほ
く
と
し
た
食
感
で
、甘
み
の
強
い

か
ぼ
ち
ゃ
で
す
。ま
た
、小
づ
る
の
発
生
も
少
な
く
、果
実
が
株
元
近
く
に
着
果
し
や
す
い
た
め
、

既
存
の
品
種
と
比
べ
、枝
の
管
理
や
収
穫
の
労
力
が
少
な
い
こ
と
が
特
徴
に
な
り
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
管
内
で
は
、こ
の
夏
、久
喜
市
、春
日
部
市
、蓮
田
市
な
ど
で
栗
た
ん
か
ぼ
ち
ゃ
が

20
ａ
程
度
栽
培
さ
れ
ま
し
た
。久
喜
市
内
の
量
販
店
や
、Ｊ
Ａ
南
彩
の
直
売
所
、久
喜
市
内
の
給
食

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
出
荷
さ
れ
た
と
こ
ろ
、大
変
好
評
で
し
た
。

新
た
な
特
産
品
へ
向
け
て
活
動
中
！

　
栗
た
ん
か
ぼ
ち
ゃ
を
地
域
の
新
た
な
特
産
品
に
す
る
た
め
、当
セ
ン
タ
ー
は
Ｊ
Ａ
南
彩
と
連
携

し
、さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
年
度
は
、久
喜
市
の
各
生
産
者
集
団（
計
38
名
）を
対

象
に
、基
本
的
な
栽
培
技
術
の
定
着
を
図
る
た
め
、開
花
期
や
収
穫
前
の
栽
培
講
習
会
や
、巡
回
に

よ
る
栽
培
や
病
害
虫
防
除
指
導
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
栗
た
ん
か
ぼ
ち
ゃ
を
地
域
の
特
産
品
と
し
て
売
り
出
し
て
い
く
た
め
に
は
、品
質
の
向
上
・
維
持

が
不
可
欠
で
す
。ま
た
、多
く
の
方
に
栗
た
ん
か
ぼ
ち
ゃ
を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、

栽
培
面
積
を
さ
ら
に
増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。今
後
は
、収
穫
適
期
の
見
極
め
や
、適
切

な
追
熟
期
間
の
確
保
、生
産
者
及
び
栽
培
面
積
の
拡
大
に
向
け
て
引
き
続
き
支
援
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　
栗
た
ん
か
ぼ
ち
ゃ
が
売
り
場
に
並
ぶ
の
は
、例
年
７
〜
８
月
頃
と
な
り
ま
す
。お
見
か
け
の
際
は

ぜ
ひ
お
手
に
取
り
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

整
備
支
援・管
理
担
当

☎
０
４
８-

７
３
７-

2
1
1
2

【お問合せ】
技術普及担当
☎ ０４８ｰ７３７ｰ６３１１

【お問合せ】
整備支援・管理担当
☎０４８ｰ７３７ｰ２１１２

【お問合せ】
県営事業担当
☎ ０４８ｰ７３７ｰ2112

▲栗たんかぼちゃ

▲量販店での販売の様子

コバトン＆さいたまっちコバトン＆さいたまっち

【埼玉型ほ場整備事業とは？】
・既設の道路や水路を活用
・短期間で低コストな基盤整備
・貸し借りで担い手に農地集積

平成30年度工事着手！
閏戸地区

【地区概要】
場所：蓮田市大字閏戸
面積：34.1ha (水田32.1ha、畑 2.0ha)
事業期間：平成29～31年度（予定）

事業完了！
吉屋地区

狭く耕作しづらい農地 耕作しやすくなった農地

【地区概要】
場所：吉川市大字吉屋
面積：29.9ha (水田27.9ha、畑2.0ha)
事業期間：平成26～29年度

工事後

工事前 工事後

仕切りを取り、区画拡大！

【
事
業
内
容
】

　
　
区
画
整
理
　（
ほ
場
整
備
）

【
主
な
事
業
要
件
】

　
・
対
象
農
地
面
積
　
10 

ha
以
上

　
・
農
地
中
間
管
理
権
を
対
象
農
地
の
全
て
に
設
定

　
・
農
地
中
間
管
理
権
の
期
間

　
　
事
業
計
画
の
公
告
日
か
ら
15
年
間
以
上

　
・
完
了
後
５
年
以
内

　
　
対
象
農
地
の
８
割
以
上
を
担
い
手
に
集
積

　
　
収
益
性
を
２
割
以
上
向
上

　
　（
米
の
生
産
コ
ス
ト
９
，６
０
０
円
／
60
㎏  

以
下

　
　
ま
た
は
　
高
収
益
作
物
の
導
入
）

【
実
施
主
体
】

　
　
県
　
　
　

【
負
担
割
合
】

　
　
国
62.
5
％ 

・ 

県
27.
5
％ 

・ 

市
町
村
10
％

国
政
策
目
標（
平
成
35
年
度
ま
で
）

　
　
担
い
手
が
利
用
す
る
面
積
を
全
農
地
面
積
の
８
割
と
し
ま
す
！

ブ
ラ
ン
ド
化
や
販
売
戦
略
に
よ
る

地
域
農
業
の
モ
デ
ル
化

農地中間管理

事業と

ほ場整備事業の

コラボだよ！

工事前


